
























医療費総額と1人当たり医療費
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組合全体の医療費総額と1人当たり医療費
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組合全体を見ると、医療費総額・1人当たり医療費ともに増加傾向にある。

本人家族別に見ると、本人の医療費が増加傾向にある。

男女別に見ると、男性・女性ともに医療費が増加傾向にある。

（グラフ集計期間:2018～2022年度）
（1人当たり医療費:2018～2022年度）

（千円） （円） （千円）
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歯科 医療費総額
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歯科 医療費総額（本人家族別）
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歯科 医療費総額（組合全体）

組合全体で見ると、増加傾向にある。

本人家族別で見ると、特に本人の医療費総額が増加傾向にある。

（グラフ集計期間:2018～2022年度）

（千円）（千円）
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傷病別医療費割合（組合全体）
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新 生 物

呼吸器系疾患

重症急性呼吸器症候群など

消化器系疾患

内分泌・栄養・代謝疾患

循環器系疾患

精神・行動障害

皮膚・皮下組織疾患

筋骨格系・結合組織疾患

腎尿路生殖器系疾患

眼・付属器疾患

神経系疾患

損傷・中毒・外因性

他に分類されないもの

妊娠・分娩・産じょく

感染症・寄生虫症

血液・造血器・免疫障害

耳・乳様突起疾患

先天奇形変形・染色体異常

ワープロ病名等

健康影響・保健サービス

周産期発生病態

24%

23%

15%
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0%

30%

乳房の悪性新生物

良性新生物

悪性リンパ腫

子宮の悪性新生物

結腸の悪性新生物

胃の悪性新生物

白血病

直腸の悪性新生物

肝・肝内胆管の悪性新生物

気管・肺の悪性新生物

その他の悪性新生物
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100%

重症急性呼吸器症候群

その他の特殊目的

新生物

呼吸器系疾患

重症急性呼吸器
症候群など

組合全体の傷病別医療費割合を見ると、『新生物』、『呼吸器系疾患』、
『重症急性呼吸器症候群』の順で割合が高い。

新生物では、乳房の悪性新生物（24％）と良性新生物（23％）が全体の
47％を占めている。
呼吸器系疾患では、アレルギー性鼻炎（24％）と喘息（17％）が全体の
41％を占めている。

（グラフ集計期間:2022年度 歯科除く）
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急性鼻咽頭炎（かぜ）

気管支炎（非急性・慢性）

慢性閉塞性肺疾患

その他の呼吸器系疾患

14



傷病別医療費割合（被保険者のみ）
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皮膚・皮下組織疾患

精神・行動障害

眼・付属器疾患

循環器系疾患

神経系疾患

妊娠・分娩・産じょく

他に分類されないもの

損傷・中毒・外因性

感染症・寄生虫症

血液・造血器・免疫障害

耳・乳様突起疾患

先天奇形変形・染色体異常

ワープロ病名等

健康影響・保健サービス

周産期発生病態

新生物

消化器系疾患

呼吸器系疾患

被保険者の傷病別医療費割合を見ると、『新生物』、『消化器系疾患』、
『呼吸器系疾患』の順で割合が高い。

新生物では、乳房の悪性新生物が全体の31％を占めている。
消化器系疾患では、胆石・胆のう炎（13％）と胃・十二指腸炎（9％）が全
体の21％を占めている。
呼吸器系疾患では、アレルギー性鼻炎（23％）と喘息（16％）が全体の39％
を占めている。
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（グラフ集計期間:2022年度 歯科除く）
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傷病別医療費割合（被扶養者のみ）
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腎尿路生殖器系疾患
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感染症・寄生虫症

耳・乳様突起疾患

血液・造血器・免疫障害

他に分類されないもの

先天奇形変形・染色体異常

ワープロ病名等

妊娠・分娩・産じょく

周産期発生病態

健康影響・保健サービス

重症急性呼吸器症候群

その他の特殊目的

新生物

呼吸器系疾患

重症急性呼吸器
症候群など

被扶養者の傷病別医療費割合を見ると、『呼吸器系疾患』、『新生物』、
『重症急性呼吸器症候群』の順で割合が高い。

呼吸器系疾患では、アレルギー性鼻炎（25％）と喘息（18％）が全体の
43％を占めている。
新生物では、良性の新生物が全体の26％を占めており、乳房・子宮の悪性
新生物は9％となっている。
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（グラフ集計期間:2022年度 歯科除く）
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生活習慣 本人家族比較

20歳からの体重変化飲酒習慣喫煙習慣運動習慣

本
人

家
族

37%

63%

運動あり

運動なし

58%

42% 運動あり

運動なし

28%

72%

喫煙あり

喫煙なし

6%

94%

喫煙あり

喫煙なし

36%

32%

32%
毎日

時々

ほとんど

飲まない

14%

28%
58%

毎日

時々

ほとんど

飲まない

49%

51%

変化あり

変化なし

20%

80%

変化あり

変化なし

本人の運動習慣ありの割合が低く（37％）、20歳からの体重変化の割合は高い（49％）。

また、喫煙・飲酒習慣ともに家族よりも本人の方が習慣ありの割合が高い。

家族に比べ本人の体重変化割合が高いことから、運動習慣が定着していないことや、喫煙率・飲酒率が関係していると考えられる。

（グラフ集計期間:2022年度 健診結果より）
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生活習慣病 有病者数と医療費総額（本人）

л

нл

пл

сл

ул

млл

мнл

нлму年度 нлмф年度 нлнл年度 нлнм年度 нлнн年度

生活習慣病 有病者数（本人）

糖尿病 高血圧症 高脂血症

л

рлл

мΣллл

мΣрлл

нΣллл

нΣрлл

оΣллл

оΣрлл

пΣллл

пΣрлл

рΣллл

нлму年度 нлмф年度 нлнл年度 нлнм年度 нлнн年度

生活習慣病 医療費総額（本人）

糖尿病 高血圧症 高脂血症

＜有病者数＞
нлму年度からнлнн年度にかけて糖尿病と高脂血症が増加傾向となっている。
高血圧症については、ほぼ横ばいとなっている。
＜医療費総額＞
糖尿病が急増している。
高血圧症と高脂血症はほぼ横ばいとなっている。

（グラフ集計期間Υнлму～нлнн年度 歯科除く）
（нлнн年度 生活習慣病 医療費総額上位о疾病を対象に分析）

（千円）（人）


